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●平成12 年度村の予算 ２

平成12年度一般会計予算

22億1,595万円でスタート（前年比19.5% 減）

古川　 正隆　村長

平
成
十
二
年
度
施
政
方
針

国
の
財
政
は
、
長
期
化
す
る
景
気
の
停
滞
な
ど
に
よ
り

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
村
の
財
政
も
こ
れ

に
伴
い
税
収
の
落
ち
込
み
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
悩
み
な

ど
、
厳
し
さ
は
昨
年
以
上
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
村
民
一
人

一
人
が
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
生
活
基
盤
を
整

備
す
る
こ
と
が
、
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
の
前
提
で
あ
り
活

力
あ
る
「
村
づ
く
り
」
を
進
め
る
う
え
で
も
大
変
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
た
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

本
村
の
保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
三
、
七
三
三
円
と
県

内
で
は
一
番
高
く
な
り
ま
し
た
が
昨
年
の
日
本
経
済
新
聞

で
は
、
我
が
村
の
福
祉
充
実
度
が
全
国
第
二
位
と
の
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
村
民
の

皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ
な
い
こ
と
を
前
提
に
設

定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、

今
後
我
が
村
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
、
行
政
、
議
会
、
村
民
が
一
体
と

な
り
良
い
方
向
で
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
、
漁
業
の
振
興
は
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
今
後
も

十
分
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

農
業
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
は
協
業
化
、
受
委
託
等
を
推
進
し
、
コ
ス
ト
削
減
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

漁
業
は
、
こ
れ
か
ら
も
ホ
タ
テ
養
殖
を
中
心
に
展
開
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
新
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事

業
計
画
を
出
し
て
近
代
化
を
図
る
年
に
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

国
道
二
八
〇
号
バ
イ
パ
ス
が
こ
の
秋
ま
で
に
は
蓬
田
小

学
校
通
り
ま
で
供
用
開
始
の
運
び
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
我
が
村
の
環
境
も
大
き
く
変
わ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
急
激
に
進
む
過
疎
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
近
代
的

な
自
然
あ
ふ
れ
る
宅
地
分
譲
、
公
営
住
宅
の
建
設
、
若
者

も
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
村
づ
く
り
」
を
目
指

し
ま
す
。

昨
年
に
は
、
玉
松
海
水
浴
場
に
物
産
館
「
マ
ル
シ
ェ
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
た
ま
ま
つ
海
の
情
報
館
」
が
完
成
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
い
に
利
川
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、

何
と
い
っ
て
も
村
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
十
分
に
聞
い
て
事

業
の
推
進
を
図
り
ま
す
の
で
本
年
度
も
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福　 祉　 の　 充　 実
農 業 ・ 漁 業 の 近 代 化

自然あぶれる宅地分譲
目 指 し て



３　●平成12年度村の予算

¬ 自主財源　　４億8, 863万円(22. 1 %)

二 依存財源　　17億2,732万円（77.9％）

繰 入金

203, 531

:(9. 2%)
村=税T

189, 983

(8.6%)

その 他 フ
(4.3 ％)

その他
(3. 8%)

村 債

1 63, 300

(7.4%)

県 支出金

64, 153(2. 9%)

国庫 支出金

75, 1 67 (3. 4%)

地方 交付税

1, 340, 000

(60. 4%)

・使 用料 及び手数 料

46, 230

・分 担金 及び負 担金

5, 095

・繰 越金

15, 000

・財 産収 入

4, 363

・諸 収入

24, 432

・ 寄付金

・地 方譲 与税

36.000

一自動車 取得税 交付 金

18, 000

・ 地方消 費税交 付金

22,000

・地方特 例交付 金

5, 000

・利 子割 交付 金

2,000

・交通安 全対 策交付 金

1,700

人 件 費

748, 861

(33. 8%)

扶 助 費

35, 477

(1.6%)

公 債 費

303, 004

(13.7％)

物 件費
303, 513
(13.7%)

維持 補修費

35,121

皿6 ％）

補 助費

263, 300

(11. 9%)

投資及び出資

450

(O％)

普通建設事業費

330, 439

(14. 9%)

繰出金
ぐに

そ の他(0.2%)

・貸付 金　　　2,000

・災害 復|日費　　400

・予備 費　　　2,  765

平成12年度　主な事業と予算
(単位：千円)

議　 会　 費

〔78, 789〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.6％

・議会活動費57,578

総　 務　 費

〔331, 569〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15. 0%

・コミュニティバス運行費10 ﾊﾞ329　・交通安全対策費2,5ぶ4　・衆議院議員総選挙費2１60

・国勢調査費1, 163　・村景観形成基本方針策定費2,075

民　 生　 費

〔299, 494〕

㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:3.5 ％

・介護保険事業特別会計繰出金↓上000　・防犯灯、灯具設置費2,925　・重度心身障害者医療費10,000

・保育所外装改修等に事費26,350　・国民健康保険特別会計繰出金22,0:;6

衛　 生　 費

〔291,471〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1:3.2％

・青森地域広域事務絎合負担金88, 8 11　・母子衛乍費5,550　・老人保健事業費21, 171

・ふれあいセンター費↓1,260　・簡易水道事業特別会計繰出金82,976
労　 働　 費

〔174〕

0.0％

農林水産業費

〔247, 826〕

皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囗．２％

・農業委員会費36,266　・畜産業費卜,75:3　・巾沢・長科地区担い手育成基盤整備費 目,625

・農業経営確立支援事業8,80 0　・村営分収林ド刈、枝打事業 工聞9　・蓬[I]漁港改修事業負担金20,000

商　 工　 費

〔27, 667〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.2％

・商工会補助金1,800　・観光協会補助金:4,780　・簡易小口資金特別保証貸付金2,000

土　 木　 費

〔241,494〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10.  9%

・広瀬卜 １弓線特殊改良工事26,000　・蓬田２づ 号線特殊改良匸事 気000

・準用河川中沢川河川改修工事12,00〇　・玉松圉カントリーパーク整備事業 悶］93

・村営住宅修繕費 土500　・除雪ドーザ購入費22,812

消　 防　 費

〔123, 060〕

1皿圜1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5. o%
・広域消防事務組合負担金62,719　・消防自動車（積載車３台）購入費:几705

・防災無線屋外拡声子局増設工事2,000

教　 育　 費

〔261, 548〕

HHKl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囗 ．８％

・小学校費66,895　・中学校費27, 310　・幼稚園費 匪銘2　・スキー塲管理費2,053

・ふるさと総合センター費10, 88ご↓　・玉松台スポーツガーデン管理費1､7旧

・給食センター特別会計繰出金18, 627

災 害復 旧費

〔7, 094〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.3％

・河川等災害復旧費6,6 糾

公　 債　 費

〔303, 004〕

四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13. 7%

・元金201, 176　・利子101,828

予　 備　 費

〔2, 765〕

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0. 1%

歳　出

２２億１，５９５万円

歳　入

２２億１，５９５万円



●平成12年度村の予算 ４

▼特別会計予算　15億1,843万円
(単位：千円)

学　　 校　　 給　　 食　　 セ　　　ン　　 タ　　　ー 伸び率　　　　　　　　16. 1% 減

歳　 入

33, 560

繰　　入　　金

18, 627
55.5％

負　　担　　金

14, 913
44. 4%

繰越金

20
0. 1%

歳　 出

33, 560

総　　　務　　　費

18, 627
55.5％

給　　食　　費

14, 933

44. 5%

国　　　　民　　　　健　　　　康　　　　保　　　　険　　　　｜ 伸び率　　　　　　　　12.8% 増

歳　 入
293, 066

国 庫 支 出 金
116, 206
39. 7%

国民健康保険税
123, 708
42. 2%

そ　の　他
53, 152
18. 1%

歳　 出

293, 066

保 険 給 付 費
170,297
58. 1%

老人保健拠出金
80, 897
27. 6%

そ　の　他
41, 872
14. 3%

老　　　　　　　　人　　　　　　　　保　　　　　　　　健 伸び率　　　　　　　　　2.8％減

歳　 入

421,341

支払基金交付金
294,050
69. 8%

国 庫 支 出 金
83,600

19. 8%

そ の 他
43, 691

10. 4%

歳　 出

421, 341

医　療　諸　費
419, 450

99. 6%

その他
1,891

0. 4%

介　　　　護　　　　保　　　　険　　　　事　　　　業 伸び率　　　　　　　　　　皆増

歳　 入

249, 963

支払基金交付金
76, 199
30.5％

国 庫 支 出 金
59, 462

23. 8%

保　険　料
41,426

16. 6%

繰　入　金

44, 000
17. 6%

そ　の　他

28, 876
11. 5%

歳　 出
249, 963

保 険 給 付 費

229, 717
91. 9%

総務費

16, 164
6. 5%

その他

4, 082
1. 6%

簡　　　　易　　　　水　　　　道　　　　事　　　　業 伸び率　　　　　　　　68.3% 減

歳　 入

236, 044

使聯|及び手数料

15, 708
6. 7%

国庫支出金
12,000

5. 1%

繰　　入　　金

82, 976
35.2％

村　　　　　　債

125, 200
53.0％

その他

160
0.0％

歳　 出

236, 044

総　　務　　費
236, 044
100.0％

宅　　　　地　　　　造　　　　成　　　　事　　　　業 伸び率　　　　　　　　　　皆増

歳　 入

284, 457

村　　　　　債
284, 100
99. 9%

繰入金
357

0. 1%

歳　 出

284, 457

総　　務　　費
284, 457

100.0％

伸び率は、前年度当初予算対比



ＪＡ蓬田村カメムシ対策協議会のページ

カメムシ防除の徹底について
平成11年度の取り組みとしては、畦畔・農道・転作田等の草刈り及び農薬散布を実施し、「４・６・７運動」

を展開した結果、被害程度は軽くなったものの、被害が村内全域に広がった傾向が見られます。また、「４・

６・７運動」はある程度実施されましたが、８月の航空防除第３回目終了後の地上防除が徹底されなかったた

め、アカヒゲホソミドリメクラガメによると思われる被害が見られ12年度に課題が残されました。

このことから本年は次の防除スケジュールでカメムシの防除を徹底し、蓬田産米の評価安定を図りたいと思

いますので、ご協力くださるようお願いします。

○防除スケジュール

月　　・　　旬 場　所 作 業 内 容 主　　　 な　　　　目　　　　的

５月上旬～６月下旬
本
田以
外

耕起・除草剤散布

・草刈り

繁殖環境低減

除草剤の散布は、畦畔・農道・排水路など散布し

ても影響のない場所に労力軽減策として、除草剤

を散布する。

７月上旬～７月下句
本

田

草刈り・農薬散布
本田の畦畔の草刈り

転作田の畦畔の草刈り及び農薬散布

７月中旬 航空防除(１回目) 本田防除（イモチ・イナゴ・カメムシ）

８月中旬 航空防除(３回目) 本田防除及び転作田防除（イモチ・カメムシ）

８月下旬（３回目終了後） 航空防除(４回目) 本田防除（カメムシ）

※「６・７・８運動」の実施（６月、７月、８月に草刈り・除草剤の散布及び農薬散布を重点的に実施する）

※「草刈りデー」の実施（地域ぐるみでの集中した草刈り）

※時期はずれの草刈りは、カメムシを水田内に追い込む可能性があるので、７月下旬頃でいったん終了し、

８月中は草刈りを行わない。

○カメムシの種類と特徴

アカヒゲホソミドリメクラガメ

(体長6mm)

アカスジメクラガメ

(体長6mm)

オオトゲシラホシカメムシ

(体長7mm)

《特　徴》

・よく飛びます

・被害は水田全面におよぶ

・割れ籾の発生しやすい条件にな

ると被害は拡大する

《特　徴》

・被害は出穂から穂揃期に集中す

る

・本田に入る前は、雑草地で繁殖

する

《特　徴》

・ほとんど飛びません

・被害は畦畔際

《斑点米の犯人を地域をあげて防除しましよう》
５　●ＪＡ蓬田村カメムシ対策協議会



●カメラアイ／川柳北緯41°　６

カメラ ア　イ

春季火防演習

４月16囗、蓬田村消防団は有事に対応できる

態勢を整えるため、阿弥陀川地区で強風下に火

災が発生、延焼の恐れありと想定し、春季火防

演習を行いました。

訓練は、午前８時28分に火災発生の通報があ

り、役場からサイレンの報知で村内８分団、約

150名の消防団員が出動して行われました。消

防団員は、きびきびとした動作で消火活動にあ

たり見守る地域住民に安心感をあたえました。

この後、団員は第３分団（阿弥陀川）屯所か

ら蓬田村農協前まで分列行進を行い、最後に八

幡敏雄団長より「この時期は火災が発生しやす

いので、地域住民に火災予防を呼びかけてくだ

さい」との訓（汾ﾊあ゙り演習を終えました。

演習後、団員
≒1
内を毎戸に回り、火災予防

を呼びかけました濱ヽ
１

新入学おめでとう

４月７ 囗、蓬田小学校及び蓬田中学

校で入学式が行われました。

今 年新 たに小学 校に入 学し た32 人

（男15 人、女17 人）の児童は、 新入生

紹介で名前を呼ばれると大きな声で返

事をしてこたえました。中学校には、

40人（男23 人、女17 人）の新１年生が

胸を張って入学しまし た。

また、蓬田幼稚園の入園式は、４月

10日行われ、園児19 人（男５人、 女皿

人）が元気いっぱいに新しい生活のス

タートをきりまし た。

●

お
し
ゃ
べ
り
の
　
妻
の
ス
イ

ヴ
チ
　
何
時
変
わ
る
　
和
　

徇

●

人

生

の
　

切
り

替

え

忘

れ
　

時

過

ご
す
　
　

樫
　

五［

●

ス
イ

ヴ
チ
オ
ン
　
ほ
う
ら
二
人
の
　
オ
ー

ビ
マ
だ
　
文
　

囮

●

ス

イ

ヴ
チ

を
　

幸

せ
行
き

に
　

入
れ
た
ま

ま
　

蓬
　

石

●

晩

酌
の
　

お

手

伝

い
し

て
　

あ

か
ね

色
　
　

勇
　

一一

○
重
い
口
　
酒
が
入
っ
て
　

動
き
出
す
　
　

貴
　

広

●
妻
に
尻
　

頼
む
っ
も
り
の
　

老
二
人
　
　

勝
　

靨

●
大
空
に
　

鍵
穴
分
の
　
夢
を
置
く
　
　
　

清
　
乃

●
酒
の
席
　

お
口
の
鍵
が
　
あ
れ
ば
い
い
　
咲
　

孑

●

初
恋
を
　

胸
に
お
さ
め
て
　

鍵
を
か
け
　
久
　

孑

●

失

敗
を
　

口
笛

吹

い
て
　

逃

げ

る

癖
　
　

酔
　

龍

●

口
実

を
　

妻

は
見

抜

い
て
　

苦

笑

い
　
　

藤
　

正

●

人
の

口
　

戸
も
建

て
ら

れ
ず
　

朧

を

立
て
　

絹
　

枝

●

子

や

孫

に
　

介

護

の
仕

種
　

見

せ

る

母
　

千

恵

子

●

ス
イ

ヴ
チ
オ
ン
　
テ
ン
ポ
が
遅
い
　
ロ
ボ

ヴ
ト
君
　

悦
　

子



７ ●保健コーナー

歯
の
お
は
な

し
～
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

む
し
歯
を
撃
退
！
～

〈
む
し
歯
は
子
ど
も
の

病
気
の
代
表
選
手
〉

囗
の
中
の
病
気
で
、
一
番
多

い
の
は
む
し
歯
で
す
。
子
ど
も

の
乳
歯
は
、
生
後
五
？
一
〇
ヵ

月
頃
か
ら
生
え
始
め
、
二
歳
に

な
る
と
だ
い
た
い
生
え

ぞ
ろ
い

ま
す

が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
む
し

歯
が
ふ
え
始
め
、
三
歳
児
の
約

六
〇
％

、
六
歳
児
で
は
九
〇
％

近
く

が
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

同
様
に
永
久
歯
の
む
し
歯
石
五

～
七
歳
こ
ろ
の
生
え
始
め
か
ら

急
激
に
ふ
え
始
め
、
十
三
歳
以

後
は
九
〇
％
以
上
に
達
し
ま
す
。

蓬
田
村
で
も
例
外
で
は
な
く
、

平
成
十
一
年
度
の
幼
児
健
診
の

結
果
、
む
し
歯
保
有
率
は
一
歳

六
ヵ

月
児
で
は
三
・
三
％

、
二

歳
児
で
は
五
六
％
、
三
歳
児
で

は
七
〇
・
八
％
と
明
ら
か
に
増

え
て
お
り
、
東
郡
の
中
で
も
虫

歯
保
有
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま

す

。村
で
は
、
健
診
や
育
児
教
室

の
場
を
活
用
し
て
歯
科
保
健
指

導
を
行
っ
た
り
、
平
成
十
年
度

か
ら
は
一
歳
六
ヵ
月
児
・
二
歳

児
・
三
歳
児
健
診
の
会
場
で
、

希
望
者
に
対
し

、
年
一
回
フ
ツ

素
塗
布
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、

な
か
な
か
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で

、
十
二
年
度
か
ら

は
年
一
回
た
っ
た
フ
ツ
素
塗
布

を
年
二
回
に
増
や
し

、
む
し

歯

予
防
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で

、
家
族
で
も

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て

む
し
歯
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
乳
歯
は
永
久
歯
の
案
内
役
〉

「
乳
歯
は
す
ぐ
抜
け

る
か
ら

む
し
歯
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
」

と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
乳

歯
は
使
う
期
間
は
短
い
で
す
が
、

果
た
す
役
割
は
と
て

も
重
要
で

す
。
乳
歯
に
は

「
も
の
を
噛
む
」

と
い
っ
た
歯
の
本
来
の
役
割
は

も
ち

ろ
ん
、
「
永
久
歯

が
正
し

い
位
置
に
生
え
て
く
る
目
印
に

な
る
」
こ
と
や
「
顔
の
形
を
整

え
、
顎
の
発
育
を
助
け
る
」
と

い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
乳
歯
が
む
し

歯
に
な
る
と
次
の
よ
う
な
問
題

が
お
き
て
き
ま
す
。
ま
ず
、
も

の
が
よ
く
噛
め
な
い
た
め
、
発

育
に
必
要
な
栄
養
が
十
分
に
吸

収
さ
れ
ず
、
子
ど
も
の
成
長
を

妨
げ
ま
す
。
ま
た
、
よ
く
噛
め

な
い
と
、
顎
が
発
達
せ
ず
、
顔

の
形
や
永
久
歯
の
歯
並
び
が
悪

く
な
り
ま
す
。

〈
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

む
し
歯
は
①
む
し
歯
菌
が
殖

え

る
、
②
糖
分
を
多
く
と
る
、

③
歯
の
質

が
悪
く
な
る
と
い
う

三
つ
の
要
因
が
重
な
り

、
時
間

が
た
つ
と
次
第
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
む
し
歯
予
防
は

こ
の
三
つ
を
意
識
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

が
重
要

で
す
。

１
　
シ
ュ
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
糖
分
を
と
る
回
数
を
減
ら
す

糖
分
の
含

ま
れ
る
食

べ
物
や

飲
み
物
を
と
る
回
数

が
少
な
け

れ
ば
、
よ
り
、
む
し
歯
に
な
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
間
食
の
内

容
は
甘
い
も
の
だ
け
で
な
く
、

栄
養
面
も
考
え
、
ひ
と
工
夫
し

た
も
の
を
と
り
ま
し
よ
う
。
‘

２
　
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
囗
－
ル

・
む
し
歯
菌
を
減
ら
す

食

べ
物
の
カ
ス
が
つ
い
た
ま

ま
二
十
四
時
間
た
つ
と
、
歯
の

表
面
で
は
、
む
し
歯
菌
は
相
当

に
増
え
ま
す

。
特
に
寝
て
い
る

間
は
、
唾
液
の
流
れ
が
弱
い
の

で
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル

質
か
ら
溶

け
出
し
た
カ
ル

シ
ウ
ム
や
リ
ン

酸
が
補
わ
れ
ず
、
危
険
な
状
態

が
長
く
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
、

寝
る
前
、
食
前
、
食
後
は
歯
み

が
き
を
習
饋
づ
け
ま
し

よ
う
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
方
法
や
歯

ブ
ラ

シ
の
選
び
方
は
、
村
の
幼

児
健
診
に
来
て
い
る
歯
科
医
や

歯
科
衛
生
上
、
開
業
歯
科
医
に

相
談
し
て
み
ま
し
よ
う
。

３
　
フ
ッ
素
・
歯
を
強
く
す
る

最
良
の
方
法

フ
ッ
素
は
人
間
の
身
体
、
特

に
歯
や
骨
を
丈
夫
に
す

る
有
益

な
元
素
で
す
。
私
た
ち
は
毎
日

の
食

べ
物
や
飲
み
物
か
ら
フ
ツ

素
を
身
体
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
む
し
歯

を
予
防
す
る
の
に
必
要
な
量

が

不
足
し

が
ち
で
す
。
そ
こ
で

、

歯
に
直
接
フ
ツ
素
を
塗
っ
た
り
、

フ
ツ
素
入
り
歯
み
が
き
剤
の
使

用
、
フ
ツ
素
液
で
囗
を
す
す
ぐ

等
む
し
歯
を
予
防
す

る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
フ
ツ
素

を
利

用
し
て
い
ま
す
。

フ
ツ
素
を
塗
る
と
む
し
歯
の

進
行

を
防
ぎ

、
予
防
効
果

を
高

め
る
力

が
出
ま
す
の
で
ぜ
ひ
受

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
が
、
村

で
行
っ
て
い

る
フ
ツ
素
塗
布
だ

け
で
は
む
し
歯
予
防
対
策
は
万

全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、
前

述
し
た
む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
の
内
容
に
注
意
し
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
ま
し

よ
う
。



紹
介
し
ま
す
　
新
役
場
職
員

こし た　　あきひこ越 田　      秋 彦( 広　 瀬)

四
月
一
日
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
越
田
秋
彦
で
す

。

私
は
、
以
前
に
よ
も
ぎ
温
泉

で
働
い
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、

今
度
は
蓬
田
村
の
職
員
と
し
て

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
注
意
事
項

が
多

く
、
給
食
は
毎
日
メ
ニ
ュ
ー
も

違
う
た
め
、
今
は
先
輩
方
の
指

導
を
受
け
て
い
る
状
態
な
の
で
、

早
く
仕
事
を
覚
え
て
皆
さ
ん
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
際
は
、
安

全
運
転
に
気
を
つ
け
た
い
と
思

い
ま
す

。
こ
れ
か
ら
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

はちのへ　のりゆき八 戸　     慎 幸( 阿弥陀川)

蓬
田
村
役
場
企
画
課
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
八
戸
で
す

。
八

年
ほ
ど
故
郷
を
離
れ
、
久
し
ぶ

り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
ぶ
り
に
み
る
蓬
田
村
は
色

々
変
わ
っ
て
お
り
、
懐
か
し
さ

半
分

、
驚
き
半
分
で
す
。
玉
松

海
水
浴
場
周
辺
や
二
八
〇
号
バ

イ
パ
ス
な
ど
レ
ジ
ャ
ー
や
ア
ク

セ
ス
面
の
開
発
と
、
ふ
る
さ
と

総
合
セ
ン
タ
ー
や
老
人
介
護
施

設
な
ど
福
祉
面
で

も
充
実
し
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な

環
境
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
昔
の
ま
ま
変
わ
っ
て

い
な
い
、
空
気
と
水
の
う
ま
さ
、

人
情
味
あ
る
人
柄
、
そ
し
て
津

軽
弁
は
残
し
て
い
き
た
い
大
切

な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
未
熟
な
自
分
で
す
が
、
恵

ま
れ
た
自
然
と
将
来
性
の
あ
る

故
郷
が
ま
す

ま
す
明

る
く
そ
し

て
住
み
良
く
な
る
よ
う
に
自
然

体
で
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

はちのへ　　ちぐさ八 戸　    千 草( 阿弥陀川)

昨
年
七
月
に
、
ホ
シ
ザ
キ
北

海
道
株
式
会
社
を
退
職
し

、
四

月
一
日
か
ら
蓬
田
村
役
場
農
林

水
産
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

蓬
田
村
の
経
済
の
要
で
あ
る

農
林
水
産
業
に
直
接
携
わ
る
こ

と
の
で
き
る
課
で

あ
る
た
め
、

緊
張

も
伴
い
ま
す
。
今
は
、
右

も
左
も
分
か
ら
ぬ
状
態
で
四
苦

八
苦
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ

故
や
り
甲
斐
や
責
任
も
感
じ
て

お
り
ま
す
。
毎
日
失
敗
と
発
見

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
諸
先
輩

の
ご
指
導
の
も
と
奮
闘
し
て
お

り
ま
す

が
一
日
も
早
く
仕
事
に

慣
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後

、
役
場
外
の
施
設
で
も

皆
様
に
お
目
に
か
か
る
機
会

が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際

に
は
お
気
付
き
の
点
を
ご
指
摘

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
一
日
付
け
で
蓬
田
村
役

場
住
民
課
に
勤
務
す

る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
坂
本
ゆ
か
り
で
す
。

国
民
年
金
担
当
と
な
り
ま
し

た
の
で
窓
口
に
お
り
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
に
直
に
接
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
も
ち
ろ
ん

緊
張

も
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
に

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

い
つ
も
笑
顔
を
心
が
け
、
一
生

懸
命
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。

趣
味カ
ラ
オ
ケ

好
き
な
こ
と

献
血
（
特
に
成
分
献
血
）

好
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ｐ

ふじもと　　　ただし藤 本　　     禎( 長　 科)

昨
年
の
三
月
に
青
森
北
高
校

を
卒
業
し
、
四
月
一
日
か
ら
蓬

田
村
役
場
税
務
課
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
本
禎
で

す
。卒
業
し
て
す
ぐ
に
サ
ー
ク
ル

Ｋ
で
深
夜
働
い
て
い
た
た
め
昼

の
仕
事
に
ま
だ
少
し
慣
れ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
役
場
で
の

仕
事
を
一
日
で
も
早
く
覚
え
る

た
め
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
人
っ
た
ば
か
り
で
、

蓬
田
村
の
皆
さ
ん
の
顔
が
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
顔
と
名
前
を
覚

え
、
打
ち
解
け
た
い
の
で
い
つ

で
も
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。
自
分
の
育
っ
て
き
た
蓬
田
村

を
も
っ
と
よ
く
知
り
住
み
や
す

い
蓬
田
村
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
当
に
ま
だ
何
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

坂本 ゆかり(中　沢)
さ か も と

新役場職員紹介 ８



９　●児童川柳

児
童
川
柳
ペ
ン
シ
ル

題
「
２
０
０
０
年
」
　
天
位

２
０
０
０
年
生
き
物
た
ち
は
ま
だ
ね
て
る

３
年

久

慈

和

弥

く
ん

●
佳
作
　
二
千
年
や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
　
　
　
　

２
年
　

越
田
　

孝
子

二
千
年
い
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
つ
く
り
た
い
　
　
　

２
年
　

砂
田
　

大
樹

2
0
0
0

年
い
い
と
し
だ
け
ど
こ
れ
か
ら
だ
　
　
　
　３
年
　

柿
崎
衣

里
加

2
0
0
0

年
3
0
0
0

年
ま
で
生
き
た
い
な
　
　
　
　
　
　

３
年
　

清
水
　
　

大

二
千
年
夢
と
き
た
い
の
新
世
紀
　
　
　
　
　
　
　

６

年
　

今
　
　

脩
平

今
年
は
ね
記
念
す
べ
き
2
0
0
0

年
　
　
　
　
　
　
　５

年
　

八

戸
　
　

結

2
0
0
0
年
ス
パ
ッ
と
き
れ
て
る
気
も
ち
い
い
　
　
　５

年
　

武
井
　

優
奈

二
千
年
十
二
時
ジ
ャ
ス
ト
と
し
男
　
　
　
　
　
　

５

年
　

坂

本
　

英

隆

2
0
0
0
年
も
く
ひ
ょ
う
た
て
て

が
ん
ば
る
ぞ
　
　
　５

年
　

高
木
　

美
佳

二
千
年
目
標
む
か
っ
て
前
進
だ
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

大

宮
　

由
子

紅
白
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
始
ま
っ
た
　
　
　
　
　

５

年
　

坂

本
友
紀
乃

一
宇

年
ハ
ッ
ピ
ー
た
つ
ど
し
空
を
と
ぶ
　
　
　
　

５

年
　

青
木
　

温

子

2
0
0
0
年
だ
つ
が
い
い
事
運
ん
で
る
　
　
　
　
　
　５

年
　

稲
葉
　

夕
菜

2
0
0
0
年
ふ
し
ぎ
な
こ
と
が
あ
る
か
も
ね
　
　
　
　５
年
　

相
坂
　

収
人

二
千
年
私
た
ち
の
ち
え
や
く
だ
て
よ
う
　
　
　
　

５
年
　

今
　
　

美
幸

●
五
客
　
2
0
0
0

年
た
の
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
　
　
　
　１
年
　

八
幡
　

和
真

新
年
で
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
場
合
か
な
　
　
　
　
　

５
年
　

八
戸
龍

太
朗

二
千
年
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
く
あ
け
だ
　
　
　
　
　

５
年
　

八
幡
　

祥

吾

二
千
年
あ
ら
だ
な
と
び
ら
ひ
ら
い
て
く
　
　
　
　

５
年
　

南
　
　

将

俊

2
0
0
0

年
か
ぞ
く
み
ん
な
で
お
お
さ
わ
ぎ
　
　
　
　５
年
　

三
上
　

茴
香

☆
人
位
　
二
千
年
一
秒
前
に
汗
に
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　

清
水
　
　

翼

☆
地
位
　
二
千
年
あ
た
ら
し
い
風
ふ
い
で
く
る
　
　
　
　
　

５
年
　

稲
葉
　

昴

紀

選
評
　
　
　
　
傘
松
川
柳
同
好
会
長
　
　
　
　
　
さ
ざ
き
蓬

石
さ
ん

題
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
か
っ
た
か
ら
か

、
句

が
負
け
て
し

ま
い

ま
し

た
。
ほ
と

ん
ど

が

「
二
千
年
が
ん
ば
る
」
「
勉
強
す

る
」
で

、
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
の

が
な
く
、
ザ
ン
ネ
ン
。

人
位
　
翼
く
ん
は
、
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
新
し
い
年
を
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
誤
作
動
も
し
ん
ぱ
い
で
し
た
ね

。
ど
き
ど
き
す
る
よ
う
な
句
を
つ
く
ろ
う
。

地
位
　
２
０
０
０
年
こ
そ
新
し
い
風
が
ほ
し
い
ね
。
よ
い
風
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
が
ん
ば
り
ま
し

よ
う

。
青
い
鳥

が
飛
ん
で

く
る
か
も
。

天
位
　
２
０
０
０
年
に
な
っ
だ
の
は
冬
で
、
多
く
の
生
き
物
た
ち
が
雪
の
下
で
ね
む
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
す
な
お
な
句
で
し
た
。
か
ず
や
く
ん
も
春
を
待
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。

※
児
童

の
学

年

は
平
成

十
二

年
三

月
現

在
の

学
年

で
す

。

児
童
川
柳
ペ
ン
シ
ル

題
「
三
学
期
」
　
天
位

さ
よ
う
な
ら
目
に
は
な
み
だ
が
い
っ
ぱ
い
だ

５
年

森
　

千

佳

子

さ
ん

●
佳
作
　
三
学
き
６
年
せ
い
と
お
わ
か
れ
だ
　
　
　
　
　
　

１

年
　

田
中
　

里
佳

三
学
き
早
く
こ
な
い
か
二
ね
ん
せ
い
　
　
　
　
　

１
年
　

加
藤
　

千
愛

３
が
っ
き
は
る
に
な
っ
た
ら
２
年
生
　
　
　
　
　

１
年
　

小
松
　

唯
吹

三
学
き
さ
む
い
毎
日
つ
づ
い
て
る
　
　
　
　
　
　

２
年
　

稲
葉
　

裕
昭

三
学
き
み
ん
な
で
思
い
で
作
ろ
う
よ
　
　
　
　
　

２
年
　

青
木
　

果
歩

三
学
き
か
ぜ
ひ
き
さ
ん
が
多
い
ん
だ
　
　
　
　
　

２
年
　

秋
田
　

育

美

３

が
っ
き
も
う
す
ぐ
は
る
だ
ゆ
き
と
け
る
　
　
　

２
年
　

若
佐
　

美
香

さ
ん
が
っ
き
４

が
っ
き
と
か
は
な
い
の
か
な
　
　

３
年
　

高
木
　

麻

希

三
学
き
さ
ん
か
ん
日
は
ね
ド
キ
ド
キ
だ
　
　
　
　

３
年
　

柿
崎
衣
里
加

春
の
日

が
ほ
ん
の
少
し
み
え
て
く
る
　
　
　
　
　

５
年
　

森
　
　

夏

美

三
学
期
卒
業
せ
い
が
な
い
て
い
る
　
　
　
　
　
　

５
年
　

山
舘
　

紗
織

三
学
き
さ
く
ら
の
花
が
す
ぐ
さ
く
よ
　
　
　
　
　

２

年
　

高
田
の

ぞ
み

一
年
の
ま
と
め
の
時
期
は
三
学
期
　
　
　
　
　
　

５
年
　

坂
本
友
紀
乃

三
学
期
き
ち
ん
と
し
め
よ
う
五
年
生
　
　
　
　
　

５

年
　

福
士
　

雄
大

三
学
き
ね
く
た
い
し
め
て
あ
る
い
て
る
　
　
　
　

２

年
　

中
川
　
　

南

●
五
客
　
ひ
き
だ
し
に
お
も
い
で
た
ち
を
し
ま
っ
と
こ
う
　

５

年
　

武
井
　

優
奈

み
ん
な
で
さ
六
年
生
に
思
い
出
を
　
　
　
　
　
　

５

年
　

相

内
香
奈
江

三
学
き
赤
い
ぼ
う
し
が
き
に
な
る
な
　
　
　
　
　

１

年
　

山
谷

暁
希
奈

３
学
き
か
め
さ
ん
こ
も
る
か
ら
の
な
か
　
　
　
　

２

年
　

越
田
　

孝
子

三
学
き
つ
ぼ
の
中
み
は
ゆ
め
い
っ
ぱ
い
　
　
　
　

３

年
　

川

崎
　

光
世

☆
人
位
　
最
後
に
は
び
し
っ
と
き
め
た
い
３
学
期
　
　
　
　

５
年
　

稲
葉
　

夕
菜

☆
地
位
　
三
学
き
４
年
の
じ
ゅ
ん
び
と
と
の
え
る
　
　
　
　

３
年
　

細
谷
　

健
人

選
評
　
　
傘
松
川
柳
同
好
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

今

回

は

、
今

ま
で

最

高

の

五

百

八
十

句

が
集

ま

り

ま

し

た

。

で

も

、
「
三

学

期

」

と

い

う

題

に

と

ら
わ

れ

て
し

ま
っ

た

の
で

し

ょ

う

、

全
体

的

に

低

調
で

し

た

。
三

学

期

に
な

っ
た

ら

や

り

た

か
っ

た

こ

と
な

ど

を

思

い
っ

き

り

書
い

て

く

れ

れ
ば

う

れ

し

か

っ
た

。

人
位
　

「
び

し

っ
と

き

め

た
い

」

と

い

う
気

持

ち

が

、
ま

っ

す
ぐ

お
じ

さ

ん

に
と

ど

き

ま

し

た

。

地
位
　

健
天

く
ん

、
じ

ゅ

ん
び

は

う

ま

く
い

っ

て

い

ま
す

か

。

心

の
じ

ゅ

ん
び

も
だ

い

じ

だ

よ

ね

。

天

位
　

六

年

生

を
送

る

こ
こ

ろ
で

す

ね

。
お

わ

か

れ
は

、
い

つ

も
さ

び

し

い

の
で

す

。

で

も

、

そ
こ

を

こ

え
て

い

か

な

け
れ

ば

い

け

な
い

の

で

す

ね

。

が
ん

ば
れ

。

テレホンガイド

役　　　場　27-2111　　 よもぎ温泉　　　27-2170

FAX　27-3255　　　　中央公民館　　　27-2076

教育委員会　31-3111　　 保　育　所　　　27-2180

FAX　31-3112　　　　幼　稚　園　　　27-2042

ふるさと総合センター　  小　学　校　　　27-2069

31-3200　 　中　学　校　　　27-2038

ト レ セ ン　27-3010　　　 社会福祉協議会　27-2828

５　MAY

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31



「緑の船」参加者募集

青森県内の若者が集い、船の旅をとおして、農林漁業や福

祉・文化・スポーツなどについて語り合い交流を深める、

「緑の船」の参加者を募集しています。

◇実施時期

平成12年９月16日（土）～18日（月）

◇行き先

青森港（船二泊）⇒東京港下船⇒鎌倉市内視察

⇒東京駅解散

◇募集人員

３名（蓬田村居住者）

◇参加資格

20歳から概ね10歳までの男女

◇申込期限

平成12年５月31日（水）

◇参加費用

「緑の船」に要する費用は、県と村で負担します。

ただし、東京駅より自宅までの帰省費用は自己負担

となります。

◇ 使用船舶

『ふじ丸』

（商船三井客船株式会社所属－23,235 t）

◇申込み・お問い合わせ先

蓬田村役場・農林水産課

電話27－2115

マツサージ開始のご案内

よもぎ温泉内のトレーニングルームでマッサージを開始しまし

たので多数の皆様のご利用をお待ちしております。
○営業時間

月曜日　午後4:00 ～午後8 :00
火曜日　お休みです。

水曜日　午前10 : 00～午後8 :00
木曜日　午前10:00 ～午後8 :00

金曜日　午後4 :00 ～午後8 :00
七曜日　午前10 : 00～午後8 :00

日曜日　午前10 : 00～午後8 :00
0 料金について

二15分間で2,000 円となっております。
○マッサージコースについて

全身リラックスコース：頭のてっぺんからつま先まで全身マ
ッサージ

肩こりさっぱりコース：肩中心のマッサージ
腰痛さよならコース：腰中心のマッサージ

○申込みについて
予約制になっております。予約の方法は直接トレーニングルー

ムに来て頂くか、下記までお雷話下さい。

０９０ － 8  9 2 6 － 0  5 8 1

マ ッ サ ージ 師　 松 本 勝 治

温杲にゆったりつかってマッ.サージ

心もからだもリフレッシュ

お知らせ
情

報

局

労働者の失業なき労働移動を支援します

人材移動特別助成金のご案内

長期化する 景気低迷の中で、雇用を巡る情勢は非常に厳し

い状況にあり、中高年齢労働者はもとより若年労働者におい
ても、いったん失業した場合再就職が極めて困難となってい

ます。労働省、雇用・能力開発機構では、より多くの方の再

就職をバックアップするために［人材移動特別助成金制度］
を特別措置として平成囗年７月22 囗より実施しています。

この「人材移動特別助成金制度」は、生産高（売卜高）の
減少を余儀なくされている事業主 （対象事業主）のもとで働

く60 歳 未満の労働者が、 人材を必要としている他社に失業す

ることなく円滑に出向・再就職できるように支援しようとす

るものです。
生産高の減少を余儀なくされている事業所の事業主（対象

事業主）が労働者に出向・再就職あっせん前に行う教育訓練
に要した経費について助成、対象事業主から失業を経ること

なく労働者を出向・再就職あっせんにより受け 入れた事業主

の方 （受け入れ事業主）を対象に賃金、教育訓練や施設・設
備の設置・整備に要した経費について助成するものです。

ただし、条件として平成12年 ９月:怕凵までに行才っれた出向

または再就職が対象となります。
なお、助成金には次の４種類があります。

○人材を送り出す事業主の方への助成
『人材移動能力開発準備給付金』

○人材を受け入れる事業主の方への助成

『人材移動雇用安定奨励金』
『人材移動能力開発定着給付金』

『人材移動雇用環境整備奨励金』

【お問い合わせ先】
雇用・能力開発機構青森センター　　017-777-1231

自動車税の納期限は･6:月30 日です

県では６月上旬に自動車をお持ちの皆さんに平成12年度の

納税通知書をお送りしています。開封後は、切り離したり折

り曲げた０せず、お近くの金融機関や郵便局で納付してくだ

さい。また、納税貯蓄組合を通じて納付することもできます。

納めた後の納税通知書は、車検に必要な納税証明書になり

ますので車検証といっしょに大切に保管してください。

【お問い合わせ先】

青森県税事務所　　　n  017-777-0969

海の「もしも」∧は１１８番
海上でのｓｏｓに、電話による緊急番号ができました。

海上保安庁は、海上における事件・事故の通報用ご 警察

の110番や消防の119番と同様、局番なし３桁番号「Ｔ１８番」

を平成12年５月１囗から運用します。

加入電話、公衆電話、携帯電話、船舶電話などほとんどの

電話から利用できます。

【お問い合わせ先】

第二管区海上保安本部　警備救難部警備課

霆022-363-o 出 内線2町

青森海上保安部　警備救難課

n017 一眼卜24*21

お知らせ情報局
1

0

1

0



１１●お知らせ情報局／行事予定表

パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ー
ド
ラ
イ
ブ

あ
お
も
り
参
加
者
募
集

一
チ
ー
ム
五
人
一
組
で
三
ヵ

月
間
、
無
事
故

、
無
違
反
へ
の

挑
戦
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
状
況

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
優
秀
チ
ー

ム
に
は
、
認
定
証
と
副
賞
を
贈

呈
し

ま
す
。

五
月
に
入

る
と
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
ま
す
が
ぜ
ひ
挑
戦
し

て
み
て
は
。
詳
し
く
は
役
場
又

は
県
交
通
安
全
対
策
室
ま
で
。

左
の
写
真
は
四
月
九
日
に
行

わ
れ
た
交
通
安
全
協
会
に
よ
る

マ
ス
コ

ッ
ト
配
布
で
す

。

当
日
は
、
手
作
り
の
マ
ス
コ
ッ

ト

ー
○
○
個
を
配
り
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。

村
の
た
め
に
役
立
て
て
と

演
歌
歌
手
と
し
て
活
躍
中
の

蓬
か
お
り
さ
ん
（
中
沢
）

か
ら

五
万
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

頂
い
た
寄
付
金
は
、
修
学
奨

励
金
の
一
部
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

善
意
の
こ
こ
ろ
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

右
の
写
真
は
去
年
の
産
業
ま

つ
り
で
歌
う
蓬
か
お
り
さ
ん
で

す
。

み
ん
な
で
読
ん
で

以
前
か
ら
紹
介
し
て
き
た
蓬

田
村
出
身
の
漫
画
家
兄
弟
の
兄

の
武
井
広
之
さ
ん
か
ら
「
シ
ャ
ー

マ
ン
キ
ン
グ
」
⑥
⑦
⑧
巻
の
コ

ミ
ッ
ク
版
を
寄
贈
し
て
頂

き
ま

し
た
。

コ
ミ
ッ
ク
版
は
現
在
ふ
る
さ

と
総
合
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し

し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

武
井
さ
ん
は
現
在
、
新
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の

活
躍
に
あ
た
た
か
い
声
援
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

５Ⅲま［irj貧者月間1 です

テーマ● 考 え よう み んな が 結 ぶ契 約

５川のr 消費占lj問j には、各地で 「消

費者問題国民会議2000」が行わｵ1 ます。

51116H （火）

中央 大会:東京都ｒ代ⅢIｘ（イイノホー11）

5 119H （1?）

福岡111退会:福岡111（都久志会館）

5 J1251】（木）

札幌市人会:札幌Ilj（札幌サンソうザホール）

５り301’1（火）

石川人会:血沢 小（石川県女性センター）

＊詳緇のお問い合わせは。

経済きかく庁国民生活局消費行政第二踝

TEI 03-3!581-0ｸ1;1 rx洳鍠ｇ１１ｸ丶謇７1

５月行事予定表
日催開 日曜 名事行 所場 間時 当担

８／５ 月 室教道書 館民公央中 ０３一
一
３１

館民公央中

０ー 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００１
●

ｑ
ｙ

μ

５１ 月 室教道書 館民公央中 ０３・
一
３１ μ

７１ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００・
一

（
り μ

２２ 月 室教道書 館民公央中 ０３●
●
３１ μ

４２ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ００１
●
ｎ
口 μ

６２ 金 診健児歳３月力八
）
歳Ｉ 館民公央中 ０３一

一
３１

課祉福

８２ 囗 会動運大校学中田蓬 校学中田蓬 ５４一
一

８

校学中田蓬

０
リ
２ 月 室教道書 館民公央中 ０３１

●
３１ 館民公央中

１３ 水 室教芸陶 一夕ンセ合総とさるふ ０３一
一
３１ 館民公央中



消
防
自
動
車
合
同
入
魂
式

老朽に伴い新規買い替えした消防自動車の合同

入魂式が、３月25日役場前において行われました。

今度新たに買い替えした消防自動車は、第４分

団（蓬田）・第６分団（瀬辺地）・第８分団（高

根）に配属されることになります。

入魂式には、古川村長をはじめ関係者113名が

参加し、玉串奉奠が行われ、新車両の無事故と地

域住民の安全を祈願しました。

村では、日頃の消火活動がさらに活性化される

と期待し、安全な村づくりを目指すとして平成12

年度においても消防自動車の新規買い替えを予定

しています。

み
～
つ
け
た

１３４

役場では、４月から全庁舎内へ土足で入場できること
になりました。それに伴い、事務室のカウンターが一新
されました。
新しくなったカウンターはお客さんと職員の距離が、
より近くなり、お年寄りや障害者の方が気軽に出入りで
きるようになりました。
職員も住民の皆さんとの対話が近くなり、より一層の
サービスを心がけますので気軽においでください。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

（３月31 日現 在 ）

総人 口　3,  682人

男　　1,754 人

女　　1,928 人

世 帯 数　1,089 世 帯

２・３月受付分

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

多賀谷和樹　（弘　 前　市）

飯田あゆみ　（瀬　辺　地）

木村　長一　（瀬　辺　地）

田中百合子　（青　森　市）

おくやみ申し上げます

木村　ヤサ（宮　　本　76 歳）

工藤一三郎（中　　沢　72 歳）

福田　繁蔵（郷　　沢　70 歳）

坂本　ナヨ（中　　沢　90 歳）

佐井三太郎（広　　瀬　77 歳）

古村　つさ（広　　瀬　68 歳）

四
月
も
半
ば
、
広
報
よ
も
ぎ
た

の
記
事
を
取
材
に
行
く
途
中
、
巾

を
運
転
し
て
い
る
と
ホ
カ
ホ
カ
陽

気
に
誘
わ
れ
つ
い
つ
い
眠
く
な
り

ま
す
。

「
あ
あ
、
春
だ
な
？
」
と
ふ
と

思
い
「
広
報
が
み
ん
な
に
届
く
頃

は
桜
だ
な
？
」
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
し
た
。

編
　
集
　

後
　
記

森　　 未茉

朝治

真紀　　　　長女

み～つけた／戸籍の窓口
１２
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